






常染色体性単純劣性の遺伝形式で高ビリルビン血症をひきおこすガンラットを使いビリル

ビン毒性の生体内発現について検討した。 

ガンラットではビリルビンによって小脳の発育不全がおこるが,その初期変化としてブル

キニエ細胞質中に空胞があらわれる。同様な変化は核黄疸のヒト新生児においても観察さ

れており,小脳低形成はおこらないもののヒトでもガンラット小脳低形成初期にみられる

ビリルビン毒性発現と同様なことが生じている可能性がある。 

われわれは今までにホモ個体の小脳ではラインゾーム中の酵素であるアリルスルファター

ゼ活性がヘテロに比べて著しく増加すること,また酵素組織化学的観察により，ラインゾー

ムに局在する酵素である酸性ホスファ一ゼ活性陽性の細胞が低形成となった小脳にのみ現

われることを示した。本研究ではパーコール密度勾配遠心分析と電子顕微鏡観察によって

ホモ個体小脳にあらわれるラインゾームについて検討を行った。 


